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Proustと「偶然性」 1)
-A la reherche du temps perduの一断面一
? ?
良
ProustのAla recherche du temps perdu2>の一大テーマとして何よりも
まず「時間」があり，なかでもその一形態として reminiscencesにおける
ような瞬間が，そこにおいて重要な役割を果していることはいうまでもな
い。 「偶発性」は，その瞬間的性質をもっと同時に，意識の領域と密接に
関連しているという意味において，容易に等関に付しえない様々な問題を
卒んでいる。でほその問題とは何であるのか。そこでまず検討を要するの
は，その「偶発性」と対極にある「宿命」と「必然性」とに対する Proust
の見方であるう。
G. Piconほ．「伝統的作家と同様に彼ほ偶然性に本質的価値を与える」3)
と述べているが， 「伝統的作家と同様に」という一句には疑問を抱かざる
を得ない。そこにほ微妙な差異が感じられる。そしてその主な原因となっ
ているのが，宿命感の相違であり，さらにいえば小説における物語のあり
方の相違であろう。小説における「宿命」の問題ほ，物語性を抜きにして
ほ論じられず，結局ほ方法の問題でもある。
ロマネスクな要素を多分に含むBalzac,Stendhalを例にとるまでもなく，
「何について書かれたのでもない小説，外に繋がるものが何もなく，地球
が支えられなくても宙に浮んでいるように，自身の文体の力によってのみ
1) この「偶然性」は, A la recherche du tewps perduにおける hasard,contin-
gence(s), contingent, fortuitという名詞．形容詞により表現を意図された総体を
指す。
2) テキストには,Pleiade版 (1954年）の全3巻を使用。
3) Gaetan Picon: Lecture de Proust, Gallimard, 1968, p. 35 
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成り立っている小説」4)を理想とした Flaubertでさえ，物語性を残してい
る。 Bouvardet Pecuchetは除くとしても,Madame Bovaryと L'Educa-
tion sentimentaleにおいてほ，それが原因で，次のような仮定が成立する
のではないだろうか。 Emma嬢は，父親Rouaultの骨折という偶発事が
なければ．田舎医者CharlesBovaryにも会わなかったるうし, Madame 
Bavaryとして悲劇的な死を遂げることもなかっただろう。また,Frederic 
Moreauがもしセーヌ河に浮ぷある特定の船に乗らなかったなら,Arnoux 
夫人との劇的な出会いも最終的な別れもなかったであろう。そしてこうし
た仮定，無意味といえば無意味なこうした仮定の成立するところに，物語
の，さらには19世紀的小説の特性と同時に限界があるのではないだろうか。
その特性について述ぺるなら，それは，偶然的な出来事が特殊化され物語
の発端として位置づけられることにより．後々の展開に必然性と因果律を
与えるということである。物語が生まれ，我々読者が宿命を読みとるのほ
そこにおいてである。しかし，ここにあるのは，偶発事という表面的な出
来事の織りなす可能性の世界ではなく， 「宿命」というロマネスクな深ま
りを背後にひかえた絶対の世界である。すなわち，ここでは小説ほ，取り
かえしのつかない物語として読者に提出されている。ここに小説としての
一つの限界がある。
Proustほ，こうした物語と「宿命」の不可避性に対して懐疑的である。
その理由ほ，彼にとって出来事とは次のようなものだからであろう。
Tout evenement est comme un moule d'une forme particuliere, et, 
quel qu'il soit, il impose a laserie des faits qu'il est venu interrom-
pre, et semble conclure, un dessin que nous croyons le seul possible 
parce que nous ne connaissons pas celui qui eut pu lui~tre substi-
tue. []I, 509]5> 
4) Gustave Flaubert: 「フロー ペー ル全集」：第9巻，筑摩書房， 1976年再版， p.17
（山田欝，斎藤昌三訳）
5) A la recherche du temps perduからの引用はすぺて， ローマ数字は巻数，算用
数字はペー ジ数を示す。
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つまり彼はここで，あらゆる出来事がいかに特殊に見えようともそれは
想像力の貧困に原因する，と述べている。彼の小説におけるあらゆる出来
事が物語としての発展性を示さず挿話のまま終っているのは，時間を物語
に還元しない6)彼の方法論に起因するだけでなく，こうした出来事に対す
る彼の見方にもよっているともいえよう。従って彼の小説には，遡及的に
そこに必然的推移を見い出し，過去の不連続的な偶発事に過大の意味を与
えるという， 「宿命」と名づけられた因果律ほない。彼は，この因果律の
支配する絶対の世界から目をそむけ，想像力の世界，可能性の世界へと目
を向ける。
Mais en determinant ainsi la vie que nous avons menee, i(Swann) 
a par la meme exclu toutes les vies que nous aurions pu mener a la
place de cele-la. Si Swann ne m'avait pas parle de Balbec, je 
n'aurais pas connu Albertine, la salle a manger de l'hotel, les 
Guermantes. Mais je serais alle ailleurs, j'aurais connu des gens 
differents, ma memoire comme mes livres serait remplie de tableaux 
tout autres, que je ne peux meme pas imaginer et dont la nouveaute, 
inconnu de inoi, me seduit et me fait regretter de n'etre pas ale 
plutot vers ele, et qu'Albertine et la plage de Belbec et Rivebelle 
et les Guermantes ne me fussent pas restes toujours inconnus. [][, 
916; ( )内ほ筆者］
彼ほ過ぎ去ったというだけで絶対的相貌を帯びてしまった過去に対し，
それを不可避的なものとして甘受せず，知りえた人，行きえた場所，あり
えた人生への可能性を探る。それは単に郷愁，後悔という感傷的な思いと
いうより，むしろ彼の反＝宿命，反＝必然的姿勢の現われとみること
6) cf. {Les premiers essais de Proust contiennent bien des pages historiques, 
romanesques, mais touj0urs discontinues, pour eviter (l'impur discours roma-
mespue, cette convention pui pretend reduire le temps a une histoire)> :Jean-
Yves Tadie; Prozヽstet le roman, Gallimard, 1971, p. 294 
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ができる。そのことは．「話者」と Stermaria嬢との経緯を検討すれば．
より明白となるであろう。 Stermaria嬢（次の引用文中「夫人」となってい
るのほ結婚後の彼女を念頭に置いたからであるう）とは言うまでもなく．
「話者」と会う約束をしておきながら無断で姿を見せなかった未知の女性
である。「話者」は次のように彼女の存在を仮定することにより,Albertine 
への愛から「宿命」と「必然性」を奪う。
Ce ne fut pas ele (Mme de Stermaria) que j'aimai, mais <;'aurait 
pu etre ele .・Et une des choses qui me .rendirent peut毛trele plus 
cruel le grand amour que j'alai bientot avoir, ce fut, en me 
rappelant cette soiree, de me dire qu'il aurait pu, si de tres simples 
circonstances avaient ete modifiees, se porter. ailleurs, sur Mme de 
Stermaria; applique a celle (Albertine) qui me l'inspira si peu apes, 
i (le grand amour) n'etait done pas -comme j'aurais pourtant eu si 
envie, si besoin de le croire -absolument necessaire et predestine. 
[Il, 393; ( )内と下線ほ筆者］
{I n'etait done pas absolument necessaire et predestine}と言う限り，
「話者」には唯一の女性というロマンチックな存在がいなかったのも当然
である。くUnique,croyons-nous? ele est innombrable} [JI, 563]。彼の
愛は，特定の個人を対象とするのでなく， {surquelque chose de plus 
vaste qu'un individu, sur un genre de femmes} [.JI, 503]に向けられて
いるが故にそのことがくotertoute necessite a mon amour pour Alber-
tine} [JI, 503]という結果を招く。
これとほ反対に，恋愛当時の「話者」の意識内に，くune・notionde l'indi-
vidu qu'elle (Albertine) nous parait unique en soi et pour nous predestine 
et necessaire} [JI, 501]があったことも事実である。しかし，その場合
でも「話者」ほ，その原因を「習慣」という絶対性からほ往ど遠い日常的
反復に置くことにより，以前のその「観念」を退ける。
L'habitude d'associer la personne Albertine au sentiment qu,elle 
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n'avait pas inspire me faisait pour tant croire qu'il etait special a 
ele, comme l'habitude donne a la simple association d'idees entre 
deux phenomenes, a ce que pretend une certaine ecole philosophique, 
la force, la necessite illusoires d'une loi de causalite. [][. 503-504] 
こうした Proustの反＝宿命，反＝必然的姿勢は， A la recherche du 
temqs perduを支える隠された物語， つまり 「話者」が「天職」 (voca-
tion)を得るまでという物語の設定そのものに現われている。 この小説ほ
見方によって．「自分自身を求める人間の物語」 (G.Cattaui)7> • 「芸術家
の創造の小説」 (J.Rousset)8> , 「失われた何かを見い出すための一連の努
カ」 (G.Poulet)9> , 「小説の小説」 (G.Picon)10>, などと定義しうる多様
性を秘めているが,Proust自身くavantque se declarat la vocation invi-
sible dont cet ouvrage est l'histoire► [ I , 397]という一文で述べている
通り． この小説ほくvocation► を見い出す物語という側面をもっている。
そしてその物語の設定そのものが，彼の一つの姿勢を象徴しているのでほ
ないだろうか。なぜなら． 「話者」にとって作家への決意とほ，失われた
自己の人生に意味を与えることであり，その意味の創造を通してそれまで
取りかえしえないと思っていた何かを取りかえすことであるから。それほ
明らかに， 「宿命」と「必然性」に対抗する決意である。つまり， 「天職
の物語ほ，宿命の物語の逆」11) でありかつ，人生と物語の「必然性」を越
える物語でもあるといえよう。
「宿命」と「必然性」は否定されるのに対し．「偶然性」は積極的に肯定
される。この「偶然性」の真価が問われるのほ後述するように，特に人物
（女性）との出会いと reminiscences(無意識的記憶の喚起）の瞬間であ
7) Georges Cattaui : Proust et ses metamorphoses, A. G. Nizet, 1972, p. 31 
8) Jean Rousset: Forme et signification, Jose Corti, 1962, p. 150 
9) Georges Poulet : 「人間的時間の研究」，筑摩書房， 1969,p. 407 
10) G. Picon: op. cit., p. 34 
11) J.-Y. Tadie: op. cit., p. 345 
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るが，小説の冒頭，フ゜チット・マドレーヌの挿語に先立って， 「偶然性」
はまず次のような本質的な位懺づけをされる。
1 en est ainsi de notre passe. C'est peine perdue que nous cherchi-
ons a l'evoquer, tous !es efforts de notre intelligence sont inutiles. 
1 est cache hors de son domaine et de sa portee, en quelque objet 
materiel (en la sensation que nous donnerait cet objet materiel) 
que nous ne soup<;onnons pas. Cet objet, il depend du hasard que 
I nous erencontnons avant de mourir, ou que nous ne le rencontnons 
・--
芭~- [I, 44; 下線は筆者］
Poustほ，過去を無意識的に思い出すときのこの偶然を第一とし，死を
第二の偶然とする。彼の小説において，古典的作品のように死が結末とな
ったり人物の総括をしたりしないのは，それが宿命や必然としてでほなく，
偶然としてとらえられているからでもあろう。
彼はこの「偶然性」を，作中に様々なかたちで技法的に応用する。例え
ば人物との出会いの場合は,G. Piconの言う「登場人物たちほ，紹介され
るというより，我々の前に出現する」12) という一節に要約されるように，
それほ常に「偶然性」と驚ろきを伴っている。出会いのテーマそのものは
古典的とはいえ，その瞬間の「偶然性」とそれにともなう驚るきを保存し，
それらを読者に共有させるところにProustの新しさの一端がある。Swann
庭での Gilberte,Combray教会内での Guermantes公爵夫人， Balbec海
岸での AlbertineとSaint-Loup, ホテルわきでの Charlus男爵，などそ
の出会い方において，その「偶然性」と驚ろきを読者に伝えないものはな
い。
Reminiscencesの表現においても，それが偶然性を必須の前提条件とす
るだけに同様のことがいえる。数ある reminiscencesほいずれも，あらか
じめ読者に知らせられずに突然訪ずれる。例えばその場面に入るための，
いわば鍵ともいえる表現ほ次のようである。まずフ゜チット・マドレーヌの
—• 
12) G. Picon: op. cit., p. 45 
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ときは，{mamere me proposa de me faire prendre, contre mon habitude, 
un peu de-the► [I, 44] Martinvilleの鐘楼のときは， {autoumant d'un 
chemin j'eprouvai tout a coup ce plairir special► [ I, 180]三本の樹木の
ときは.{nous descendimes sur Hudimesnil ; tout d'un coup je fus rempli 
de ce bonheur profond► [ I, 717], 不揃いの敷石のときは， {aucri du 
wattman je n'eus que le temps de me ranger vivement de cote, et je 
reculai assez pour buter malgre moi contre les paves assez mal equarris► 
[]II,・866]。瞬間性と同時に「偶然性」の指標となるこうした表現を境に，
読者は突如として全く別の世界へと導かれる。彼は，ある場面のための状
況設定という古典的な小説技法を用いず， recitという形式を利用して場
面場面を生のまま投げ出す。そこでは．一つの場面はある特定の場面に対
，ま
する補助的役割しかもたないのではなく，自立していて独自の存在理由を
内蔵している。ドラマ性の欠如がここに起因することは事実であるが，こ
の点において彼が，時代と場所の状況設定を確立してからはじめて人物を
登場させた Balzacと． 著しく相違するのもまた明白である。 しかし，
Proustほ状況を設定しなかったわけでほない。 設定しなかったのは具体
的な状況であり，心理的状況ほ大いに活用している。次に述べられる「偶
然性」と欲望との相関性ほ，この心理的状況を基盤とした問題である。
「偶然性」とほ，実在する何かではなもある現象に対する心理的対応
であり，意味づけを必要とする一つの見方であろう。従って「偶然性」を
問題とするとき，偶然を偶然として意識し感得する心理的状況ほ，論じら
れる必要があるだろう。
Proustの場合その状況は，端的にいうと欲望であり．それほ期待と失望
という二つのグループに分類できる。人物との出合いのときには期待感が
あり， reminiscencesのときにほ失望感がある。「話者」の恋する三人の女
性.Gilberte, Guermantes公爵夫人.Albertineとの出合いについて述べ
るなら，そのいずれにおいても．幼年期の神秘的な夢が先行していたとい
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える。
J'aurais du pourtant penser. qu'anterieur a:chacune (Gilberte, la 
duchesse de Guermantes, et Albertine) etait mon sentiment du 
mystere oft elles baignaient…. C'est ainsi que mon sentiment 
du mystere avait pu s'appliquer successivement a Gilberte, a la 
duchesse de Guermantes, a Albertine, a tant d'autres. [][, 988--
989; ( )は筆者］
この神秘の解明と夢の実現を願うところに，欲望が生まれ，出合いに対
する期待が生じる。つまり出合いの「偶然性」は．意識的であれ無意識的
であれ，•この期待感に先行されていて．それだけにいっそうその意味を増
大する。なぜなら．神秘の解明も夢の実現も「偶然性」を媒介としてほじ
めて達成されるからである。逆にいうと，こうした期待感にあふれた出合
い方が,Guermantes公爵夫人に対する幻滅やAlbertineとの不幸な関係
を招いたのも事実である。ここでは，期待が大きければ大きい往ど失望も
また深刻である，という一般論が成立する。それを立証しているのほ，初
めて女優laBermaの舞台を銀たときの失望感に対する， 「話者」の次の
ような省察である。
Je pensais tout a l'heure que, si je n'avais pas eu de plais!r la pre-
miere fois que j'avais entendu la Berroa, c'est que, comme jadis 
quand je retrouvais Gilberte aux Champs-Elysees, je venais a ele 
avec un trop grand desir. [II, 49] 
出合いにおいて， 「偶然性」と欲望との相関性が最も的確に表現されて
いるのほ，先にも述べた Stermaria嬢の場合であろう。彼女が予定に反し
て現われないということほ，予定や約束が守られるということが必然的結
果であるのに対し，守られないということはそこに「偶然性」の介入する余
地ができた，という意味において，「偶然性」を逆手に応用したProustの
巧妙な演出といわねばならない。 「話者」と Albertineが結びつくのほ，
この偶然を利用してである。 Balbecでは切望しながらも失敗に終った接
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吻を．「話者」はStermaria嬢を待ちあぐんでいたときにはじめて果して
いる。欲望が Stermariia嬢へと向っていただけに，現われなかったとい
う偶発事が接吻を可能にしたのである。 Albertineへの愛氏 「絶対に必
然的なものでも宿命的なものとはいえない」 [II,393, 前出］と省察する
とき， 「話者」はこの経緯を十分意識している。彼にとって Albertineへ
の愛ほ，偶然的結果ともいえる。
Reminiscencesの場合は，人物との出合いとほ逆に，失望を心理的状況
としている。といってもそれほかならずしも全ての reminiscencesに共通
してほいないが，少なくともプチット・マドレーヌと不揃いの敷石という
二つの重要なものにほ当てはまる。 「話者」がプチット・マドレーヌ入り
の紅茶を飲むのほ， (machinalement,accable par la morne journee et la 
perspective d'un triste demain) [ I , 45]という状況においてであり，
Guermantes大公夫人邸で例の敷石を踏むことになるのほ，自己の才能と
文学そのものに対する失望感にうちひしがれてであった。これらの場合．
失われたという意識が失望という心理的状況を招来し，それだけにいっそ
ぅreminiscencesほ，救済としての働きを大きくしている。
このように「偶然性」は，それを受けとめる欲望という心理的状況を前
提とすることにより，よりいっそうその真価を発揮している。
前節でほ， Ala recherche du temps perduにおける応用という面から
「偶然性」をとらえだが， 次にその意味づけをしなければならない。 G.
Pouletほ次のように述べている。「すべてほまず超自然的な偶然にかかっ
ている。しかしすべてがまずそのような奇蹟的な偶然性にかかっていると
しても，それだけが唯一の原因でほなもそれはわれわれの協力を呼び，
われわれから最大限の努力を要求するのである」 13)。もちろん彼の述べる
通り，全てが偶然に依存しているとしても偶然がすべてであるのではなく．
その後の探究が第一義的な問題であるのほいうまでもない。 (Lerealite 
13) G. Poulet: op. cit., p. 408 
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n'est. jamais qu'une amorce a un inc叩nusur la voie duquel nous ne pou-
vons aller bien loin► [II, 24] であるのと同様．偶然も探究へのくamorce►
にすぎない。この観点を離れすぎると， 「偶然性」を過大評価することに
なるう。従って，次に述べられる意識のレヴェルからのとらえ方も，この
観点からそう隔たってはいない。
端的に言って， Proustにおける「偶然性」とは，ある感覚， ある心像
に対する真正性 (authenticite)の証である。「偶然性」を媒介として，不
可避的に外部から与えられているという意識が，それらの真正性を保証し
ている。 Reminiscencesに対する無条件的な信頼は，この「偶然性」を媒
介とするところに負っている。
Leur (de reminiscences) premier caractere etait que je n'~tais pas 
libre de les choisir; qu'elles (reminiscences) m'etaient donnees telles 
quelles. Et je sentais que ce devait etre griffe de leur authenticite. 
Je n'avais pas ete chercher Jes deux paves inegaux de la cour ou 
j'avais bute. Mais justement la fac;on fortuite, inevitable, dont la 
sensation avait ete rencontree, controlait la verite du passe qu'ell~ 
ressucitait, des images qu'elle declenchait) [II, 879 ; 下線は筆者］
それ故， reminiscencesに際しては， {nous sommes emplis d'un tel 
bonheur quand un hasard nous apporte le souvenir veritable► [II, 881] 
というような条件が不可欠なのである。ではなぜ上記のように， {lafac;on 
fortuite, inevitable► がそれほどの価値をもつのかというと，それは恐ら
く， 「偶然性」が彼の主張する反＝知性のシンボルとなっているからであ
ろう。ある意味でほ，彼にとって「偶然性」とは，意志と知性の関与しえ
ない，それらを越えた領域に一瞬のうちに入り込むことであり，またその
侵入に対する意識である。さらに，意志，知性を意識の一形態とするなら，
それほ，瞬間的な無意識への意識であり，意識による意識の超越といえる。
だから「偶然性」は，知性と対極に置かれ，反＝知性のシンボルといえる
のである。
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同様のことは， remihiscencesだけでなく恋愛についてもいえ，そこで
も「偶然性」の優位は動かない。偶然的，無意識的な恋愛が肯定されるペ
きであって，意志と知性に基づくものは退けられねばならない。
on a tart de parler en amour de mauvais choix, puisque, des qu'il 
y a choix, il ne peut~tre que mauvais. [JI, 611] 
選択を悪とみなすということほ，知性批判であると同時に， 「偶然性」
とその強制力を．思考の条件とみなすことでもある。彼の思考ほ， 「偶然
性」を媒介とした外部からの強制力をともなってはじじて開始される。そ
して．そこにこそ思考の「必然性」が生じるのである。 G.Peleuzeは次の
ように述べている。 「＜方法〉という哲学的な観念に， Proustはく強制〉
(contrainte)とく偶然>(hasard)という二重の観念を対立させる。真実は，
我々に真実なるものを思考させ，探究させる何物かとの出合いに依存して
いる。出合いの偶然と，強制の圧力は， Proustにおける， 二つの基本的
なテーマである。まさしく，出合いの対象となるのほシーニュであり，我
々にこの暴力をふるうのもそれである。思考されるものの必然性を保証す
るのは，出合いの偶然である。 Proustほ，偶発的で不可避的だ．と言って
いる．」mProust自身はそのことを，次のように言う。
Car les verites que !'intelligence saisit directement a claire-voie 
dans le monde de la pleine lumiere ont quelque chose de moins 
profond, de moins necessaire que celles que la vie nous a malgre 
nous communiquees en une impression, …. [][, 878] 
ここで彼の述ぺていることは思考のための思考に対する批判，つまり一
種の形而上学的思考に対する批判と解釈できる。彼は，体験に基づかない
知性のみによる思考ほ価値に乏しいことを，その真理に必然性が欠けてい
ると言っている。換言すれば，彼における「偶然性」の主張ほ，常に体験
に立脚して思考せよということでもある。
14) Giles Deleuze: Proust et les signes, P. U. F., 1976, p. 25 
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これまで， Proustにおける「偶然性」の，応用と意味について述ぺて
きたが，最後に結論として，人間存在にとっての「偶然性」，さらに彼の
小説全体にとっての「偶然性」に触れなければならない。
Sartreが次のように存在と「偶然性」を結びつけているのは実存主義者
としての彼なら当然のことであろう。「必然的ないかなる存在 (etre)も，
存在 (existence)を説明し得ない。偶然性 (contingence)とは．消去れさ
うる偽の見せかけや外見ではなく，それは絶対であり，つまり完全な無償
である」15)。人間存在を不連続的にとらえる Proustにも， 当然こうした
実存主義的側面ほある。
Car je comprenais que mourir n'etait pas quelque chose de 
nouveau, mais qu'au contraire depuis mon enfance j'etais deja mort 
bien des fois. [][, 1037-1038] 
l'homme que j'etait, le jeune homme blond n'existe plus, je suis un 
autre. [][, 642] 
A n'importe quel moment que nous la (notre a.me totale) concide-
rions, notre a.me totale n'a qu'une valeur presque fictive, …. [ 1I,
756] 
C~r aux troubles de la memoire sont liees les intermittences du 
creur. [II, 756] 
このように Proustが，人間存在を統一的で連続的なものとしてではな
< • 間欧的で不連続なものとして把握しているのほ， Sartreと同様に彼も，
存在を必然性にではなく，「偶然性」に結びつけているからであろう。しか
し．この両者の相違は， Sartreがそれを思想的基盤として確立しえたのに
対し， Proustほそうした存在のし方そのものに絶えず不安と苦脳を感じ
ていたという点であろう。それほ， GabrielJosipoviciの述べるところで
もある 16)が，プチット・マドレーヌのときの快感について述べられた．次
15) Jean Paul Sartre: La nause, Gallimard, 1975, p. 185 
16) Gabriel Josipovici: The world and the hok, (雑誌「ユリイカ」，青土社， 1976,
7, p. 147 (海老根宏訳）
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の一節にも窺える。
Un plaisir delicieux m'avait envahi, isole, sans la notion de sa cause. 
1 m'.avaitaussitot rendules vicissitμdes de la vie indifferentes, s蕊
desastres inoffensifs, sa brievete ilusoire, de la meme fat;on qu'-
opere l'amour, en.me remplissant d'une essence precieuse: ou plutot 
cette essence n'etait pas en moi, ・ele etait moi. J'avais cesse de 
me sentir mediocre, contingent, mortel. [ I , 45; 下線筆者］
(me sentir mediocre, contingent, mortel), それは彼の苦脳の源泉であ
ろう。そしてその一つである (contingert)という意識を，彼は reminis-
cencesを通して脱したといえる。 Proustにとって問題氏偶然的存在に立
脚することではなく，それを瞬間的にでも乗り越えることである。それは，
芸術を対象としたときにもいえる。
Par l'art seulement nous pouvons sortir de nous, savoir ce que voit 
un autre de cet univers qui n'est pas le m~me que le. notre, .. [皿
895] 
(sortir de nous)ということにおいて，彼は存在そのものから脱脚する
のである。
しかし，偶然性からの脱脚を，体験のレヴェルだけにとどめなかったと
ころに，芸術家 Proust_がいるのであろう。彼はそれを創造のレヴェルに
引きあげ，そこで偶然性になんらかの統一性を与えることにより，それを
実現する。言うまでもなくその統一性とほ，心理的，物語的なものではな
く，作品構造上のものである。「混沌 (chaos)という多様性に還元された
世界において，統一性として役立つものほ，他の何かに傾斜しない限り，
芸術作品の歴然たる構造(structureformelle)のみである」”と,G.Deleuze 
ほ言う。「Tansonvilleの部屋」， 「Combrayの裏木戸の鈴」といった冒頭
に何げなく記された挿話が，最終巻に到って重要な意味を帯びるというと
ころに代表される，容易に解き怯ぐし難い厳密な作品構造が，それまで不
17) G. Dele:uze: op. cit., p. 201-
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連続としか思えなかったあらゆる挿話に統一性を与えている。そして，そ
の構造が最終巻にならなければ解かれないだけに， 彼はまだ Ducote de 
chez Swannしか読んでいない読者に次のように語らねばならないのであ
る。
Dans Du cote be chaz Swann, certaines personnes, m~me tres 
lettrees, meconnaissant la composition rigoureuse bien que voilee 
(et peut毛treplus difficilement discernable parce qu'elle etait a 
large ouverture de compas et que le morceau symetrique d'un 
premier morceau, la cause et l'efet, se trouvaient a un grand 
intervalle l'un de l'autre) crurent que mon roman etait une sorte de 
recueil de souvenirs, s'enchainant selon les lois fortuites de l'aso-
ciation des ides.18> 
「偶然性」が探究への「第一原因」 (G.Poulet)にすぎないことほ否定
できない。しかし同時に，自己の存在を偶然と認めることに苦痛を感じ，
{la composition rigoureuse)に基づく芸術作品の創造を通して．その苦
痛を乗り越えたのもまた事実であろう。作品にある種の統一を必要とした
こと，それは Proustにとって，あらゆる偶然的なるものを排除すること
でもあったのである。またそれを必要としたところにproustにおける「偶
然性」の真の重みがあったといえるのかもしれない。
（本学博士課程）
18) Marcel Proust: A propos du {style} de Flaubert, 紐.,Pleiade, 1971, p. 599 
